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研究成果の概要（和文）：高精度治療に広く適用可能な呼吸停止下照射システムの開発を行った。(1)呼吸波形
情報をリアルタイム画像として操作室側から送信し、また患者側のウエアラブルディスプレイで受信するためシ
ステムを確立、(2)ガントリや寝台角度の制限や干渉を回避する無線接続機構への移行、(3)呼吸停止下での腫瘍
位置の再現性の確認、標的体積やリスク臓器の重心位置の偏位と線量分布への影響に関する検証を行い、呼吸停
止下照射システムを確立した。(4)本学IRB承認済みの「息止め法を用いたCT治療計画における腫瘍位置再現性に
関する研究」に基づいて肺癌、胃原発悪性リンパ腫、左乳癌への臨床応用が可能となった。

研究成果の概要（英文）：We have established a breath-hold radiotherapy technique by a visual 
feedback method using a wearable head-mount display and with the real-time positioning management 
system for image-guided radiotherapy. For patients of lung cancer or primary gastric malignant 
lymphoma (ML), we found that  breath-holding (BH) at end-expiration showed a good reproducibility 
and good daily target coverage in BH-IGRT for gastric ML using in-room CT. Then we performed a 
planning study to avoid dosimetric risk factors for lung cancer: conventional radiotherapy versus 
intensity-modulated radiotherapy. A deep-inhalation BH technique using our method has been also 
introduced  for left-sided breast cancer to minimize radiation-induced cardiac side effects.

研究分野： 放射線腫瘍学

キーワード： 放射線腫瘍学　癌　放射線　強度変調放射線治療　画像誘導放射線治療

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高精度放射線治療は照射体積内の線量分布を飛躍的に改善し腫瘍の局所制御率の向上と正常組織の有害事象の低
減を同時に実現可能であるが、I患者の体動とくに呼吸運動により大きな影響を受けて不確実な線量投与となり
得る危険性があり、胸腹部悪性腫瘍に対する臨床応用を進める上での大きな障壁である。本研究では、汎用性の
高い実用的な呼吸停止下照射システムの開発を達成した。胃原発悪性リンパ腫に対する呼気停止下画像誘導放射
線治療、肺癌に対する強度変調放射線治療、左乳癌に対する心臓線量低減のための深吸気息止め照射など、順次
臨床応用を開始し、着実な成果を上げている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１） 最近のコンピュータ技術・工学技術の急速な進歩により、照射ビームの強度を変調し照

射容積内で最適な線量分布を得る IMRT が可能となった。IMRT の利点は、正常組織の
晩期障害の低減と腫瘍の局所制御率向上とを同時に達成可能な画期的な治療法であり、
全国的な普及への取り組みが急務となっている。小生は、これまで前任の京都大学、近
畿大学にて継続的に IMRT の基盤研究を進めてきた。また厚労省科研費・西村班を中心
メンバーとして支え、上咽頭癌を対象とした IMRT の有効性と安全性を明らかにするた
めの多施設共同臨床試験に参画し、治療計画内容の承認業務を分担しつつ、品質の保証
と症例登録の早期完了に貢献するなど、この分野の発展に尽くしてきた。平成 24 年の
香川大学への転任後も、旧来治療システムを一新し、IMRT を中心とする高精度治療が
実現可能な環境の構築を達成し、積極的な臨床応用を進めている。 
 

（２） 本邦における IMRT の保険適応としては、遠隔転移のない「限局性悪性腫瘍」となって
おり、特に対象疾患の縛りはないものの、実際には多くの治療施設において、IMRT の
主たる対象は前立腺癌や頭頸部癌などに留まる。言い換えると、治癒率の向上が喫緊の
課題とされる難治性癌の代表である肺癌、食道癌、膵癌に対する IMRT の臨床応用は進
んでいない。その主な理由は、患者の呼吸等運動等により不確実な線量投与となる危険
性が挙げられる。IMRT は多方向ないし回転にて動的な強度変調ビームの照射を行うこ
とにより、標的体積内で最適の線量分布を達成するが、厳密には人体を剛体と看做し、
かつ体内での標的体積の偏位の無いことを前提条件として成立している。つまり、強度
変調ビームを照射しているその実時間内に、標的が偏位する（呼吸運動の場合はヒステ
リシスな往復運動）となれば、標的体積内での線量分布に歪みが起こり、予測不能な高
線量域や逆に線量低下域を生み出す結果となる。つまり、IMRT などの高精度放射線治
療を呼吸運動の影響を受けやすい胸部や上腹部領域への対象拡大を行うためには、呼吸
運動を如何に制御しながら照射を実現できるか否かにかかっている。 

 
（３） 本研究では、IMRT など高精度放射線治療に適応が可能で、かつ汎用性の高い呼吸同期

もしくは呼吸停止下照射システムの開発に取り組む。先行する治療システムとしては、
北海道大学の動体追跡による迎撃照射システムや京都大学の動体追尾放射線治療シス
テムなどが挙げられるが、これらは大規模な施設更新や高額な専用機器の導入等が必須
となるため、一般的な大学病院や市中病院レベルの治療施設における設置・普及という
点において容易でないと言わざるを得ない。そこで我々は、汎用性の高い廉価な民生用
の機器などを応用してシステム構築を図ることを前提とし、一般的治療施設において実
現可能なものとすることを目指す。 

 
２．研究の目的 
 
呼吸停止下照射システムを開発することにより、照射範囲を極小化あるいは再現性の高い呼吸
停止が可能であるか、また IMRT 等の高精度放射線治療への適応可能性があるかを明らかにす
る。 
 
（１） 汎用性の高い装備からなるシステム構築に取り組む。被験者（患者）が意識的に一定位

相での呼吸停止可能となるためには、呼吸波形情報をリアルタイムでフィードバックす
ることが欠かせない。呼吸波形を映し出す操作室内のモニター画面を民生用ビデオカメ
ラにより撮像して、それを被験者の装着したディスプレイに有線接続にて転送、映し出
せることまで確認する。但し、有線接続では照射装置の移動や回転を要する場合に取り
回しが難しい場合が想定されるため、無線接続にて画面転送できる装備を選択・入手し
た。 
 

（２） 被験者に呼気又は吸気相で呼吸停止コーチングを実施、再現性を確認する。CT データ
から標的体積やリスク臓器の重心位置の偏位を計測した。また、安静に呼吸停止ができ
る時間の長さを測定した。尚、患者への適用を視野に入れて、既に本学倫理委員会に「息
止め法を用いた CT 治療計画における腫瘍位置再現性に関する研究」を自主研究の院内
プロトコールとして提出済みで、本研究に必要な準備を済ませた。 

 
（３） 上記の自主研究プロトコールに従い、通常照射を行う胸部や上腹部領域の腫瘍を有する

患者に協力を得て、通常の 4D-CT データに加えて、呼吸停止下にてデータを撮像し、



呼吸停止下照射を前提とした治療計画を実験的に行う。呼気での停止、吸気での停止、
それぞれ個別のパターンで線量計算を行い、最も実現可能性の高い方法を選択した。こ
の段階では治療への直接的な応用には尚早であるので、治療自体は通常法で照射を行う
が、収集した呼吸停止データを用いて後方視的に治療計画の再現実験を行い、頭尾方向
のマージンをどの程度狭められた可能性があったかを検証する。加えて、標的およびリ
スク臓器の合算線量を再計算して、標的線量の確保と線量低減効果を両立可能かのシム
レーション研究を行った。 

 
（４） IMRT への応用を目指し、位置変動のある標的体積、リスク臓器への線量分布の精度を

研究する。4DCT データに様々な位置不確かさを加えた場合の、線量分布の変化を計算
し、呼吸位相ズレの再大許容幅の範囲を標的線量の歪みの程度を評価することにより検
証する。また、呼吸移動の再現性の幅を様々に設定した上で、D-MLC 法や VMAT 法な
どそれぞれの IMRT 治療計画法の適合性や許容範囲を検証する。 

 
３．研究の方法 
 
（１） 本研究は、IMRT を始めとする高精度治療に広く適用可能となる呼吸停止下照射システム

の開発を目指し、以下の順で研究を行う。 
① 4D-CT によるデータを基に、ウエアラブルディスプレイや CCD カメラ、パーソナル

コンピュータなどの汎用性の高い廉価な民生用機器を応用した呼吸波形の送信と受
信機構のハードウエア開発とその実験的運用に関する検証 

② 医療用リニアックシステムに干渉しない、有線接続から取り回しに良い無線接続機
構への移行可能性に関する検討 

③ 被検者（患者）が自らの意志で呼吸停止が可能となるための有効な呼吸位相情報の
フィードバック機構の実効性検証 

④ 呼吸停止下での腫瘍位置の再現性の確認、標的体積やリスク臓器の重心位置の偏位
と線量分布への影響に関する後方視的検証 

⑤ 頭尾側マージンの縮小可能性についてのシミュレーション実験 
⑥ IMRT への呼吸停止下システムの応用を見据えて、意図的なズレを含む４DCT データ

で線量分布の歪みを計測し、呼吸移動のズレの最大許容幅の範囲の評価 
 

（２） 全ての実験および研究は香川大学医学部附属病院の放射線治療部門内で行った。 
① 呼吸停止下照射システムの構成部品の適合可能性について、廉価で入手可能な民生

用機器の比較を行い、4D-CT データとして得られる呼吸波形を送信するための画像
入力や送信、受信を司る機構の選定や相互の適合性に関する検証を通じて、基盤と
なるシステム整備に向けた物品の調達と調整を実施した。 

② 予備的検討として、既に市販のウエアラブルディスプレイを持ち込んで、リアルタ
イム画像情報として受像できることまでは確認していた。これに対する送信側とし
て民生用 CCD カメラを購入し、操作室内のディスプレイ画面を受像送信できる様に
設定する。現時点では有線接続であるが、メーカと協議の上、リニアックシステム
との相互干渉の無い無線接続の可能性について検討した。 

③ 患者への適用を視野に入れて、既に本学倫理委員会に「息止め法を用いた CT 治療計
画における腫瘍位置再現性に関する研究」を自主研究の院内プロトコールとして提
出済みであり、準備を整えた。 

 
（３） 前段階で構築されたシステムを用いて、実証的な研究段階に進んだ。上述の自主研究プ

ロトコールに沿って、上腹部や胸部悪性腫瘍にて通常照射を受けている患者の協力を依
頼し、同意を得てデータ収集を行った。ディスプレイの装着性、視認性について、実証
的調査を行う。 
① 呼吸波形の送信により、患者の意志により、適切な位置での呼吸停止の実施可能性

を確認した。 
② 複数回の呼吸停止を 4D-CT データとともに取得し、腫瘍の位置再現性に関して計測

を行った。呼気や吸気等の位相で、いずれの位置が最も再現性良く停止できるのか、
どのくらいの時間の停止が可能かなど、具体的な基礎データを集積した。この段階
では、従来通りの通常照射を行うが、呼吸停止したと仮定した場合の、線量分布計
算を行い、後方視的なお頭尾側の照射範囲の縮小の可能性やリスク臓器の線量低減
効果等の有用性のシミュレーション実験を行った。 

 
（４） 放射線治療のさらなる治療成績の向上を追求する上で、位置変動のある標的体積、リス

ク臓器への線量分布の精度を研究し、IMRT 等の高精度放射線治療の適合可能性や許容範
囲について検討した。前段階までは、基礎データの収集と蓄積が主たる目的であったが、
これ以降は、4D-CT データを利用し、実証的な検討に移る。良好な協力の得られる症例



を選んで、照射時の呼吸停止の安全性や再現性について検討を加えた。 
① 蓄積された 4Dデータを基にして、まずは通常照射に適用し、仮に呼吸停止を行った

場合の、標的線量の確保とリスク臓器線量低減の可能性を両立可能であるかをさら
に検証した。 

② 次に、別途 4D の蓄積データを基に、呼吸位相毎に IMRT の実験的治療計画を立案す
る。呼吸停止位置を決定し、意図的に誤差を含んだデータを積算して、どのくらい
の誤差が許容範囲であるのか、様々な条件設定での線量分布の歪みをシミュレーシ
ョンして、標的線量の確保とリスク臓器線量低減の可能性を検証した。これにより、
呼吸停止下で IMRT を行う場合の呼吸停止位置の誤差の許容範囲を算定することに
より、将来的な適応の判断基準を作成した。 

③ さらに、IMRT の各種技術についての検討を行い、D-MLC や VMAT などの使用を想定
し、呼吸誤差を含む画像セットでの線老分布の比較や照射法方式別の許容範囲の違
いや線量分布の歪みの影響度合いについて、比較検討した。 

④ 将来的には、システム自体の安定性、再現性を充分確認できた後に、臨床応用を想
定している。その場合は、まず通常照射での呼吸停止下照射を実施する。基礎実験
段階と同様に、4Dデータを取得し、後方視的に標的線量とリスク臓器線量の合算を
行い、システム導入の意義を実証した。 

⑤ 胸部および上腹部領域の悪性腫瘍に対する高精度照射への応用段階に移り、肺癌、
胃原発悪性リンパ腫、左乳癌に対する深吸気息止め照射など同様の手法でシステム
導入の意義を実証、呼吸停止照射の応用可能性を実証した。 

 
４．研究成果 
 
（１） IMRT など高精度放射線治療に適用する呼吸停止下照射システムの開発 

 
呼吸停止下照射システムの構成部品を選定、適合性について検証した。呼吸情報は体表
面状に設置した赤外線マーカーを Real-time Positioning Management system (Varian 
Medical Systems, Palo Alto, CA)で捉え、操作室側のモニターに呼吸波形および吸気
から呼気までの移動範囲にリアルタイムに上下する位相ラインとして表示させた。患者
への visual feedback を行う為、映像信号の直接出力を試みたが困難であり、ベンダー
にも問い合わせて確認したが対応不可との見解であった。そこで代替案として、映像信
号の送信側として民生用 CCD カメラ（Canon, iVIS HF S32 または JVC, EverioR）を導
入することとし、ビデオカメラで操作室内のディスプレイ画面を受像送信するように変
更した。また、受信側としては２種類のウエアラブルディスプレイ（Sony, HMZ-T3W お
よび EPSON MOVERIO BT-300）を持ち込んで、リアルタイム画像情報として患者（被験者）
側にて明瞭にかつほぼ遅延なく表示できることを確認した。この時点ではビデオカメラ
とウエアラブルディスプレイ間は有線接続とした。患者への適用を視野に入れて、既に
本学倫理委員会にて「息止め法を用いた CT 治療計画における腫瘍位置再現性に関する
研究」を自主研究の院内プロトコールとして承認済みであり、呼吸同期もしくは呼吸停
止下における高精度放射線治療に応用可能な基盤となる患者への visual feedback 
system を設定した。 
 

（２） 肺癌および胃原発悪性リンパ腫症例における呼吸停止下 CT 撮像条件の検討 
 
第一段階として、上記プロトコールに同意が得られた初期の 11 症例（肺癌 6 例／胃悪
性リンパ腫（ML）5 例）の呼吸停止下での標的体積の変位データを測定した。治療計画
画像取得に当たって、通常の 4D-CT に加えて患者自らディスプレイを視認しつつ、撮影
者の指示を受けて呼気または吸気停止での CT 画像を複数回撮像した。この測定では肺
癌においては原発巣、胃 ML では胃全体を関心領域として取り扱った。CT 画像間での左
右／前後／頭尾方向の変位量は、それぞれ肺癌（呼気）0/0/-0.3±0.5mm、（吸気）0±
0.6/0.3±1.4/0.3±1.0mm、胃 MLでは（呼気）0.2±1.9/0±0.8/2.2±3.0mm、（吸気）0.3
±3.1/0±0.8/-1.0±1.8mm であった。この手法での変位量平均は概ね 1mm 以下と良好で
あった。特に安静呼気相での標的位置再現性は十分に高いものと考えられた。本システ
ムにより、自由呼吸下での標的位置の移動が大きい疾患領域（胸部／上腹部）でより高
精度な標的形状に合わせた線量投与が可能となるものと期待される。次の段階において
は安静呼気相での呼吸停止下照射を行うことができると判断した。 
 

（３） 胃原発悪性リンパ腫（ML）に対する呼吸停止下照射の臨床応用 
患者には治療前の一回分の禁飲食を指示し、空腹状態での治療が行えるように準備した。
治療計画には規則正しい呼吸をコーチングした上で 4D-CT データと患者への visual 
feedback を行いつつ安静呼気相での停止を指示、独立した３回の CT 画像を撮像し、治
療計画装置に転送した。臨床標的体積（CTV）は胃全体とし誤差を含みうる３回の CT 画
像上で輪郭入力したものを合算し CTV に設定した。8mm 相当のマージンを付与して PTV



とした。照射方法は Non-coplanar beam を含む 5 門照射を基本とし症例ごとに肝、肺、
心臓、腎臓、腸管などのリスク臓器の吸収線量が合理的に最適化、PTV への線量の均一
化を図り、線量分布を立案した。照射は 10MVX 線を用いて 30.6Gy/17fr を照射した。毎
回の照射直前に呼気停止下 cone beam CT（BH-CBCT）を撮像、胃全体（CTV）の輪郭が治
療計画 PTV に含まれるよう照合することで、画像誘導放射線治療(IGRT)を施行した。事
後の検証として BH-CBCT の胃を CB-CTV とし 2 名の治療医（観察者）が独立して輪郭入
力を行い、観察者毎に CB-CTV の V95％を算出した。6例中 2例で、17回全ての BH-CBCT
において、いずれかの観察者の CB-CTV が V95％≧95％であった。また、全 102 回の BH-
CBCT 中 95 回（93%）で、いずれかの観察者の CB-CTV が V95％≧95％であった。両方の観
察者の CB-CTV が V95%＜95％であったのは、6 例中 1 例で 1 回、3 例で 2 回であり、全
102 回の BH-CBCT 中 7 回（7%）であった。外れ値の原因としては胃のガスによる拡張や
腸管の移動による間接的な胃への影響が考えられ、さらなる改善を要する。結果として
胃 ML の BH-IGRT において、多くの照射日で CB-CTV の V95％≧95％が達成された。本シ
ステムにより、自由呼吸下での標的位置の移動が大きい疾患領域(胸部/上腹部)でより
高精度な標的形状に合わせた線量投与が可能となるものと期待される。症例数は少ない
ものの、全 6例の腫瘍制御が達成された。 
 

（４） 肺癌における自由呼吸下三次元原体照射（FB-3DCRT）と呼吸停止下強度変調放射線治療
（BH-IMRT）の比較 
上述プロトコールに同意した肺癌患者 6例を対象に模擬治療計画において、FB-3DCRT で
は FB-4DCT の全ての相を、BH-IMRT では 3回の BH-計画 CT を使用して ITV を作成、5-8mm
の PTV マージンを付加した。I期の 4例には定位照射で JC0G0403 相当の PTVD95=42Gy 処
方とし、III 期の 2 例には通常分割照射で PTVD50=60Gy 処方とし、各 DVH パラメータを
比較した。I期の 4例において、PTV の体積中央値（範囲）は、FB-3DCRT の 23.2cc(11.7-
35.8cc)から BH-IMRT の 15.5cc(10.4-26.7cc）に、全例で縮小した．肺の V20 と平均線
量の中央値（範囲）は．FB-3DCRT の 5.7%(4.2-6.2%）と 3.9Gy(3.3-4.9Gy）から BH-IMRT
の 2.9%(2.5-4.0%)と 2.6Gy(2.4-3.3Gy）に、全例で低減した。III 期の 9 例において、
PTV の体積中央値（範囲）は FB-3DCRT の 502.4cc(408.9-595.8cc）から BH-.IMRT の
481.7cc(379.4-583.9cc）に、両例で縮小した。肺の V20 と平均線量の中央値（範囲）は、
FB-3DCRT の 38.6%(38.1-39.1%）と 20.2Gy(19.7-20.7Gy）から BH-IMRT の 33.5%(33.1-
33.8%）と 17.5Gy(17.4-17.6Gy）に、両例で低減した。心臓の V50 と平均線量の中央値
（範囲）は、FB-3DCRT の 9.2%(5.2-13.2%）と 18.3Gy(10.2-26.3Gy）から BH-IMRT の
1.8%(0.7-2.9%）と 1l.OGy(8.0-13.9Gy）に、両側で低減した。検討の結果として、I期
の定位照射と III 期の通常分割照射のいずれにおいても、BH-IMRT によって、FB-3DCRT
よりもリスク臓器の線量を低減できる可能性を示した。 
 

（５） 左乳癌に対する深吸気息止め（DIBH）下照射の実施に向けた基礎的検討 
 

① 更なる呼吸停止下照射システムを臨床応用として、左乳癌症例における心臓線量の低減
を図るための深吸気息止め照射の基礎的検討を行った。治療計画用 CT は十分な事前コ
ーチングを行い、確実な腹式呼吸が行えるよう指導した。呼吸移動を検知する RGSC
（Reapiratory Gating for Scanners）ブロックマーカーを胸骨柄部に設置、赤外線カ
メラで捉えた呼吸波形を患者側へ visual feedback した。加えて IRマーカーを左胸壁
に５箇所（その内、接線方向の皮膚面上の乳頭及び長軸方向の乳房上縁、下縁の３箇所
には ACCULOC ゴールドマーカーを組み合わせ）設置した。DIBH で 3 回 CT 画像を取得し
た。 

② 治療前照合は、DIBH 下にて Clinac iX(Varian Medical Systems 社製)による OBI(On 
Board Imager)の正側面撮影にて実施、更に EPID(electronic portal imaging device)
画像を取得して DRR(digital reconstruction radiography)を用いた。別途、取得した
CBCT(Cone Beam CT)を用いて吸気量や心臓への線量を評価した。照射中は EPID の Cine 
mode で 1 枚/秒毎に撮影し IR マーカ・ゴールドマーカの動きを指標として、照射位置
精度の確認が可能となる施設内プロトコールを確立した。 
 

③ 令和 4 年５月に機器更新がなされ、速やかに呼吸同期システムのアップデートを図っ
た。従来の皮膚面の IRマーカー照合を ExacTrac Dynamic による体表面画像照合に置き
換えた。同時にマーカーレスで照射中に EPID で Cine 画像を取得した。施設更新後の７
例において接線方向の皮膚表面および肋骨内縁の位置の精度検証を行った。580 回の測
定で肋骨位置は平均値 0.06cm±0.175（最大 0.59／最小-0.48）、特異的に患者側の要因
でズレ幅が大きい場合には休憩や息止のやり直しで修正可能となるようワークフロー
を確立した。結果として 3mm 以下のズレが殆どで 2SD は全症例で 5mm の PTV margin の
範囲内であった。令和４年度末現在、安全に治療症例を重ねている。 
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Two-step Intensity-modulated Radiation Therapy for Oropharyngeal Cancer: Initial Clinical
Experience and Validation of Clinical Staging

Anticancer Research 979-986

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tatebe H, Doi H, Ishikawa K, Kawakami H, Yokokawa M, Nakamatsu K, Kanamori S, Shibata T, Kitano
M, Nishimura Y.

38
 １．著者名

10.1007/s11604-019-00812-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Differences in gross tumor volumes for pancreatic cancer: a comparison of ungated positron
emission tomography and contrast-enhanced four-dimensional computed tomography

Japanese Journal of Radiology 336～340

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Takahashi Shigeo、Anada Masahide、Kinoshita Toshifumi、Nishide Takamasa、Shibata Toru 37

 １．著者名

10.1007/s13691-018-0335-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Definitive concurrent chemoradiotherapy in a patient with stage IV non-small cell lung cancer
due to cervical lymph node metastases

International Cancer Conference Journal 131～133

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takahashi Shigeo、Tarumi Shintaro、Nakano Jun、Fujiwara Atsushi、Anada Masahide、Kinoshita
Toshifumi、Go Tetsuhiko、Yokomise Hiroyasu、Shibata Toru

7
 １．著者名



〔学会発表〕　計57件（うち招待講演　6件／うち国際学会　8件）

2023年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第36回高精度放射線外部照射部会学術大会

日本放射線腫瘍学会 第35回学術大会

日本放射線腫瘍学会 第35回学術大会

日本放射線腫瘍学会 第35回学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

片山 博貴, 小畠 巧也, 北岡 幹教, 高橋 重雄, 柴田 徹

片山 博貴, 高橋 洋輔, 北岡 幹教, 川崎 宏起, 形見 茉莉萌, 柴田 徹

木下 敏史, 高橋 重雄, 西出 崇将, 穴田 雅英, 続木 将人, 鶴田 智彦, 金西賢治, 三谷昌弘, 川田昭徳, 柴田 徹

高橋 重雄, 三宅啓介, 小川大輔, 穴田 雅英, 木下 敏史, 西出 崇将, 柴田 徹

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

異なる照射技術を用いた脳定位照射におけるMLC位置誤差が線量分布に与える影響

モンテカルロ計算機能を搭載した独立検証ソフトウエアの精度評価

腔内照射を施行した局所進行子宮頸癌症例での2D-IGBTと3D-IGBTの比較

初発悪性神経膠腫に対する標準的な線量を用いたIMRT:前向き臨床試験の治療成績

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第80回 日本医学放射線学会総会

日本放射線腫瘍学会 第34回学術大会

Advanced Training in the field of Medical Science & Management for AIIMS and relevant Institutes~Inprove management and
cancer response capabilities~（招待講演）（国際学会）

18th Asian Oceanian Congress of Radiology (AOCR 2021)（国際学会）

 ３．学会等名

Toru Shibata

Takahashi S;Anada M;Kinoshita T;Kozai S;Nishide T;Shibata T

Takahashi S;Anada M;Kinoshita T;Kozai S;Nishide T;Shibata T

高橋 重雄, 穴田 雅英, 木下 敏史, 西出 崇将, 香西 勝平, 柴田 徹

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

IMRT for head and neck cancers:adaptive treatment planning

Planning study to avoid dosimetric risk factors for complications in neoadjuvant chemoradiotherapy for lung cancer:
conventional radiotherapy versus intensity-modulated radiotherapy

Prospective Exploratory Study of the Relationship between Radiation Pneumonitis and Transforming Growth Factor-β1 in
Exhaled Breath Condensate

肺癌術前照射の模擬治療計画における三次元原体照射と強度変調放射線治療の比較

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2021年

2021年

2021年

2021年

日本放射線腫瘍学会 第34回学術大会

第59回日本癌治療学会学術集会

第59回日本癌治療学会学術集会

第73回西日本泌尿器科学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

木下 敏史, 香西 勝平, 西出 崇将, 穴田 雅英, 高橋 重雄, 続木 将人, 金西 賢治, 三谷 昌弘, 川田 昭徳, 柴田 徹

大北 仁裕, 奥山 浩之, 羽床 琴音, 喜田 行洋, 村上 あきつ, 西内 崇将, 大内 陽平, 高橋 重雄, 森 照茂, 岸野 毅日人, 柴田 徹, 星
川 広史, 辻 晃仁

本田 智子, 伊藤 文子, 可児 尚弥, 松田 伊織, 原田 怜, 土肥 洋一郎, 山崎 真理, 松岡 祐貴, 宮内 康行, 田岡 利宜也, 常森 寛行,
上田 修史, 杉元 幹史, 西出 崇将, 穴田 雅英, 高橋 重雄, 柴田 徹

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

片山 博貴, 高橋 洋輔, 川崎 宏起, 北岡 幹教, 柴田 徹
 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

頭頸部癌化学放射線療法における高用量シスプラチン不適格患者に対する至適用量の検討

限局性高リスク前立腺癌に対するadjuvantホルモン治療なしの強度変調放射線治療(IMRT)の成績

頭頸部VMATにおける治療計画パラメーターとPass率の関係：検証ツール毎の評価

CT based 3D-IGBTを施行した局所進行子宮頸癌症例の後方視的検討(2D-IGBTとの比較)

 ４．発表年



2021年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

令和3年度　香川県医学会

日本放射線腫瘍学会 第34回高精度放射線外部照射部会学術大会

令和２年度 香川県医学会

令和２年度 香川県医学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

本田 智子, 伊藤 文子, 常森 寛行, 可児 尚弥, 松田 伊織, 原田 怜, 土肥 洋一郎, 山崎 真理, 松岡 祐貴, 田岡 利宜也, 上田 修史,
西出 崇将, 穴田 雅英, 高橋 重雄, 柴田 徹, 杉元 幹史

片山 博貴 ,  高橋 洋輔 ,  北岡 幹教 ,  川崎 宏起 ,  柴田 徹

伊藤 文子 ,  松田 伊織 ,  藤原 健悟 ,  原田 怜 ,  土肥 洋一郎 ,  山崎 真理 ,  松岡 祐貴 ,  宮内 康行 ,  田岡 利宜也 ,  常森
寛行 ,  上田 修史 ,  杉元 幹史 ,  高橋 重雄 ,  柴田 徹

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

香川大学医学部附属病院における前立腺癌強度変調放射線治療の治療成績

半導体検出器を用いた線量検証:頭頸部VMATに対するHigh density modeとStandard modeのPass率の比較

香川大学医学部附属病院における前立腺癌強度変調放射線治療の治療成績

当院における胃悪性リンパ腫に対する呼吸停止画像誘導放射線治療

 １．発表者名

 １．発表者名
穴田雅英, 高橋重雄, 西出崇将, 續木将人, 片山博貴, 木下敏史, 香西勝平, 柴田 徹

 ３．学会等名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第61回日本肺癌学会学術集会

日本放射線腫瘍学会 第33回学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本放射線腫瘍学会 第33回学術大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

髙橋重雄, 柴田 徹

片山 博貴, 高橋洋輔, 大石晃央, 高橋 重雄, 柴田 徹

穴田 雅英, 木下 敏史, 續木 将人, 香西勝平, 西出 崇将, 高橋 重雄, 柴田 徹

高橋 重雄, 三宅啓介, 小川大輔, 岡田真樹, 香西勝平, 西出 崇将, 穴田 雅英, 木下 敏史, 田宮隆, 柴田 徹

日本放射線腫瘍学会 第33回学術大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

肺癌術前化学放射線療法における術後呼吸器有害事象に関する DVH を用いたリスク因子の再現性の検討

円筒型半導体検出器を利用した線量検証における4MVX線に対する計測精度の評価

子宮頸癌腔内照射における膀胱容量変化が及ぼすリスク臓器線量への影響

初発悪性神経膠腫に対する標準的な線量を用いた強度変調放射線治療の前向き臨床試験



2020年

2020年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本頭頸部癌学会

第133回 日本医学放射線学会 中国・四国地方会

第60回日本肺癌学会学術集会

穴田 雅英,木下 敏史,高橋 重雄,西出 崇将,柴田 徹,續木 将人

高橋 重雄,柴田 徹

 ２．発表標題

 ２．発表標題

木下 敏史, 香西勝平, 西出 崇将, 穴田 雅英, 高橋 重雄, 金西賢治, 三谷昌弘, 川田昭徳, 柴田 徹

高橋 重雄, 森 照茂, 岸野 毅日人, 大北 仁裕, 大内 陽平, 星川 広史, 柴田 徹

 ３．学会等名
日本放射線腫瘍学会 第33回学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

子宮頸癌腔内照射における治療直前のリスク臓器の線量評価

肺癌の模擬治療計画における自由呼吸下三次元原体照射と呼吸停止下強度変調放射線治療の比較

子宮頸癌(CC)根治的放射線治療症例における傍大動脈リンパ節転移、再発の後方視的解析

上咽頭癌に対するMulti-step adaptive intensity-modulated radiation therapyの治療成績

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本放射線腫瘍学会 第32回学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本放射線腫瘍学会 第32回学術大会

木下 敏史,續木 将人,西出 崇将,片山 博貴,穴田 雅英,高橋 重雄,柴田 徹

高橋 重雄,西出 崇将,續木 将人,片山 博貴,穴田 雅英,木下 敏史,柴田 徹

片山 博貴,高橋 重雄,前田幸人,大石晃央,小畠巧也,柴田 徹

穴田 雅英,高橋 重雄,西出 崇将,木下 敏史,柴田 徹

日本放射線腫瘍学会 第32回学術大会

日本放射線腫瘍学会 第32回学術大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

子宮頸癌根治的放射線治療における適切な標的体積設定の前方視的解析

胃悪性リンパ腫呼気停止画像誘導放射線治療の治療体積と cone-beam CT 時の CTV の比較

PET/CT を利用した治療計画における頭頸部リンパ節の DIR 精度評価

前立腺癌術後生化学的再発に対する救済照射後の直腸線量と有害事象に関する検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第57回日本癌治療学会学術集会

第57回日本癌治療学会学術集会

第48回京都放射線腫瘍研究会

大北 仁裕,奥山 浩之,森 照茂,岸野 毅日人,大内 陽平,西内 崇将,村上 あきつ,羽床 琴音,高橋 重雄,柴田 徹,星川 広史,辻 晃仁

木下 敏史,西出 崇将,穴田 雅英,高橋 重雄,柴田 徹,續木 将人,金西賢治,三谷昌弘,川田昭徳

片山博貴,大石晃央,高橋重雄,柴田 徹

柴田 徹

前立腺がんセミナー in 高松 もっと話そう前立腺がん転移のこと くらしを守る早期対応のすすめ（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

なぜ頭頸部癌に対する高用量シスプラチン併用化学放射線療法を完遂できないのか?

同時放射線化学療法の化学療法の回数が、進行子宮頸癌における遠隔転移抑制に影響する

円筒型半導体検出器を用いたVMAT線量検証におけるField sizeとPass率の関係

転移の早期発見・治療のために放射線でできること



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019年度第1回東かがわサテライトセミナー 香川大学地域・産学官連携推進グループ（招待講演）

第107回日本泌尿器科学会総会

第78回 日本医学放射線学会総会

 ３．学会等名

阿部 陽平,内藤 宏仁,宮内 康行,松岡 祐貴,田島 基史,加藤 琢磨,田岡 利宜也,常森 寛行,上田 修史,杉元 幹史,高橋 重雄,柴田 徹

Shigeo Takahashi,Takamasa Nishide,Masahide Anada,Toshifumi Kinoshita,Toru Shibata

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西出崇将,高橋重雄,穴田雅英,木下敏史,柴田 徹

柴田 徹

第132回日本医学放射線学会 中国・四国地方会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

前立腺密封小線源療法における連結および非連結シードの治療成績の比較

Feasibility of Hippocampal Dose-Volume Parameters Associated with Cognitive Decline in Intensity-Modulated Radiation Therapy
for Supratentorial Tumors.

胃悪性リンパ腫照射期間中の胃の体積変化に関する検討

よくわかるがんの基礎知識～放射線治療について～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本泌尿器腫瘍学会　第4回学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IAEA-RCA-CC International Training Course on Advanced Radiation Therapy（招待講演）（国際学会）

SHIBATA Toru

柴田　徹

Shigeo Takahashi, Takamasa Nishide, Masahide Anada, Toshifumi Kinoshita, Toru Shibata

穴田雅英, 高橋重雄, 常森寛行, 西出崇将, 木下敏史, 杉元幹史, 柴田　徹

第24回都道府県がん診療連携拠点病院研修セミナー

American Society for Radiation Oncology 60th Annual Meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

IMRT for head and neck cancers: adaptive treatment planning

高齢者のがん治療を考える　～放射線治療の役割～

Feasibility of Hippocampal Dose-volume Parameters Associated with Memory Decline in Volumetric Modulated Arc Therapy for
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